
色ʹΑるハレーションޮՌの追求

૬ରする色͕Ϳ͔ͭΓ合いɺ໨͕νΧνΧͯ͑͠ݟるハレーションɻ

;ͩΜ͸σβΠンを્֐するͱͯ͠ܟԕ͞Εるݱ৅をɺάϥϑΟοΫදݱのҰͭͱͯ͠ଊ͑௚ͯ͠み·ͨ͠ɻ

Ϟνーϑ͸ށߐ຤ظɺࢆʑͱً͘େऺจԽ͔Βੜ·Εͨ઱΍͔ͳۋֆ΍໲༷の਺ʑͰすɻ

઱΍͔ͳ色ͱਮͳϞνーϑͰ࣮ݧͱΞΠσΞをֻ͚合わせɺϙελーをࢆʑͱً͔せͯみͨいͱࢥい·すɻ

ABOUT TRIAL
トライアルについて

ίンηϓτ࡞੍˔

ɹカメラのϑΝインμーにޫがೖることによってपりの色

がനく΅やけて͑ݟる現৅を「ハレーション」とݴいます

が、άラϑィッΫでも補色のؔ܎にある色が隣り合うと境

目がനく΅やけて目がチカチカして͑ݟることがありま

す。こういうハレーションは、基本的にはࠂ޿やデβイン

では毛ݏいされていて、നいܩをڬΉか色を重ねてハレー

ションが起きないようにॲཧするのがఆੴです。でも、ٯ

にそれだけせめ͗あう色でάラϑィッΫを表現すれ͹、ਓの

目により強くૌ͑るものができるのではないかと͑ߟたの

がग़発఺となりました。そこでനくࢆʑとޫるハレーショ

ンをάラϑィッΫ表現の一つとして追求し、その実験݁果

を、ੈଏのจԽがࢆʑとًいていたށߐ຤ࠒظの、川༄や

ண෺のฑや色༡ͼなどをテーマにまとめて、بֆ、Վ෣ۋ

みました。

඼のςーϚͱख๏࡞˔

ɹ5ຕのポスターには、それぞれҟなるハレーションとߐ

。のϞチーϑをऔりೖれていますށ

ɹ1ຕ目は「色面の強さでݟせるハレーション」です。೔本

དྷの໲༷「組ඛ」に「行ّখ໲」というドットをՃ͑たݹ

ฑをߏ成しました。同一面ੵの色面を、ハレーションが࠷

も起こりやすいビビッドトーンにし、さらにࡉかいドット

にも二重のペールトーンの補色をࢄらしてみました。ඛと

ドットの境քも補色になっているので、さま͟まなܗで色

がର比されています。ハレーションはもちΖΜですが、ト

リッΫアートのようにドットが༳れಈいて͑ݟる現৅にも

ͥͻ஫目してください。

ɹ�ຕ目が「ࢴ஍とのハレーション」。実験でライトάレー

のࢴを使ったࢴ、ࡍ色とޫܬΦレンジが൓Ԡすることを発

し、ඞずしも補色だけにハレーションが起きる༁ではなݟ

いと஌ってビッΫリしました。άラϑィッΫは೔本ըՈの

ླ໦ଖ一さΜのԴ୮のۋֆをイメージして৽たにඳき起こ

したものです。ۋֆやઍ୅ࢴを現୅෩にਐԽさせたらどう

なるかと૝૾しながら੍作しました。

ɹ3ຕ目が「面ੵのࠩҟで表すハレーション」です。「組ඛ」

の面ੵ比が౳分だったのにରし、こちらは面ੵがҧう色面

を組み合わせました。౰࣌のՎ෣ب໾ऀが޷Μでணていた

というண෺のฑをώントに、強いトーンの補色を隣り合わ

せにしながらߏ成しています。ڸ面のような銀色のࢴを用

いてܹしさをԋग़、ંりࢴのような金色でཕのงғؾをग़

してみました。

ɹ�ຕ目が「金と銀の組み合わせでັせるハレーション」

です。ޫܬのΦレンジや緑と隣り合った金色が、ԫ色みを

用し׆るという実験݁果を͑ݟऩされてしまって銀色にٵ

た作඼です。Ϟチーϑはށߐ川༄。ށߐ຤ظの川༄には、

෩ࢗやಾղきや色事などを੝り込Μだਮなものがଟʑあり

ます。これはࡾຯઢでઅをつけた౎ʑҳの「കもきらいよ

もいやよɹももとももとのؒࡩ
あい

がいい」という、౧とঁੑ

の଼を掛けたちょっとԒっΆい࿩がϞチーϑです。このϞ

チーϑからどうάラϑィッΫにམとし込Μだかも、ָしΜ

でいただけれ͹と思います。

ɹޙ࠷が「色の組み合わせによるハレーション」で、Վ෣

໾ऀがب୅、Վ෣࣌ށߐ。のఆࣜນをイメージしましたب

ক܉Ոからഈྖしたのが࢝まりというఆࣜນは、ݩはޒ行

色ນなどޒに基ͮいていて、ਆࣾの͑ڭのڭ色という෹ޒ

とルーπが同じとのこと。そこで今回のޙ࠷の作඼は、ນ

がดじるというҙຯも込めてつくりました。

∁୩�྿ɹREN TAKAYA
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01
TRIAL PROCESS Art Director 髙谷 廉  ×  Printing Director 長谷川 太二郎
トライアルプロセス

01
ハレーションの起きそうな同明度の
補色である赤と緑をはじめ、イエ
ローと紫などの補色や、色相が隣り
合わせの色の組み合わせをチャート
にして数パターンテスト。一般的に
ハレーションが起きるのは鮮やかな
色というイメージがあるが、数値的
には証明されていない。そこで、色
相ごとに15種、それぞれ明度を3種
確認できるチャートを作成した。

トライアル01_1で試したペール
トーン、ディープトーンは、もっと
極端に淡く、もっと極端に濃くなっ
てもハレーションが起きるかどうか
を実験した。インキはすべて調肉し
たベタ版。ただし、ポイントカラー
として事前にテストを行ったビビッ
ドカラーの赤、マリンブルー、銀と
イエローは複数の色を掛け合わせて
表現した。境目はすべて“ヌキ合わ
せ”。

強いハレーションを起
こす組み合わせを探る

色の組み合わせの
濃度の追求

ペールトーン、ビビッドトーン、ディー
プトーンの3種の明度による実験。
強いハレーションを起こすと思われ
るビビッドトーン以外に、同じ色相
で明度が高く淡いペールトーンと、
明度が低く深みのあるディープトー
ンで検証した。（左から赤×緑、金×
青、緑×紫）

色面の隣接する部分を検証。色を重
ねずにぴたりと付き合わせる“ヌキ合
わせ”と、境目をわずかに重ね合わ
せる“ノセ”でどちらがハレーション
を引き起こしやすいか検証した。重
なりは0.05㎜刻みで0.00㎜の“ヌキ
合わせ”から0.05～0.50㎜の“ノセ”
の10パターンを作成。

②色面の境目を検証する

「使用する色とその組み合わせを決めます。まずは基本となる発色のよい色を決め、
ペール、ビビッド、ディープの3つのトーンでそれぞれ比較しながら、ハレーションを
起こしやすい組み合わせを探ります。色面の境目は“ヌキ合わせ”と“ノセ”のどちらの方
がより効果が高いかも検証しながら、それぞれの色の精度も上げていきます」

強いハレーションを起こす色の組み合わせ
「ビビッド、ペール、ディープ、それぞれのトーンの色と組み合わせを絞り込みます。
鮮やかな色以外でもハレーションが起きることがわかったので、今回は思いきりトーン
を振って実験してみたいと思います。ペールはさらに淡い色、ディープはさらに深い色
でもハレーションを起こすことができるのでしょうか？」

ハレーションを強める色の追求

ハレーション
一般的には、カメラでの撮影などで、ファインダーに強い
光が当たった部分が白くぼやける現象のことをいう。強い
色同士が隣り合い、眩しく目がチカチカする状態のことも
指す。

1 2
ペールトーン

ビビッドトーン

ディープトーン

①濃度別にさまざまな色を
　組み合わせる

赤と緑のチャート。緑では高彩度の蛍光インキ
「VIVA」シリーズの緑を２回刷り、赤では一般的な蛍
光インキよりもさらに高彩度を求め、刷り重ねによる
赤を事前にテストして使用した。紙も発色の良いコー
ト紙を使用。

これだけ色が薄くなると一
見するだけでは目立たない
が、それでもハレーションが
起きることを確認できた。
特にペールレッドとペール
ブルーの組み合わせでは
はっきりとしたハレーショ
ンが引き起こされている。

色がムラに見えるほど強い
ハレーションが起きてい
る。なかでも銀を混ぜて輝
きを増した金色は、色自身
に強さが出ただけでなく、
隣接する色の影響を受けや
すくなり、結果としてハ
レーションの印象も大変強
くなった。

色の明度を落としているの
でそれほど強い印象はない
ものの、一部の組み合わせ
でハレーションが起きてい
る。赤と緑のようにはっき
りとした補色関係にある組
み合わせは、やはりハレー
ションが起きやすいようだ。

淡い色同士の実験だが、よく見ると
境目が白く見えるものもある。組み
合わせによってはハレーションが起
きることが確認できた。

ペールトーン

いずれの組み合わせでも、境目が
はっきりと白く光っている。凝視す
ると目が痛くなるほど強烈なハレー
ションが引き起こされた。

ビビッドトーン

組み合わせによってはハレーション
が起きていることがわかるが、ペー
ルトーンと比べてもその効果が弱い
ことがわかる。

ディープトーン

①濃度別にさまざまな色を組み合わせる

ビビッドトーンの一部の組み合わせ
ではハレーションによって境目が白
く見えるため、版ズレしているよう
に見えるものがあったが、全体的に
はやはり“ヌキ合わせ”が最も効果
的。“ノセ”は、色の重なりがグレー
のラインになってハレーションが起
きにくかった。

②配色の境目を検証する

今回試した組み合わせの数々

※髙谷氏のトライアル作品には、一部特色が使用されています。

毛抜き合わせ（ヌキ合わせ）
髪の毛1本分も隙間や重なることなく、2つ以上の図版や
文字などを精密に位置合わせをして隣同士につなげること。

ノセ
色や文字、図版などの上に別の
文字や図版などを重ねて印刷す
ること。

掛け合わせ
色刷りで2色以上の網版を刷
り重ねて色みを出すこと。

0.00㎜ 0.25㎜ 0.50㎜
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TRIAL PROCESS Art Director 髙谷 廉  ×  Printing Director 長谷川 太二郎
トライアルプロセス

「鮮やかな色がベースのハレーションですが、࠷ॳからີかに試したかったのがࠇいࢴ
でした。実はトライアル01_�でビビッドトーンをࠇいࢴで࡮ってもらったࡍに、金と
銀が思わ͵強さを発شしたのが๨れられず、ここで実験することにしました。ߘݪは
金ɾ銀ɾ赤のパターンに絞り、ࢴのόリエーションを試してみます」

ূݕΑるハレーションのʹࢴ༺いࠇ

面ੵのେখ、複数のハレーションの
掛けあわせ、明度のఆまらない金と
銀の効果など、いくつものཁૉをパ
ターンԽして一ڍに実験した。パ
ターンᶃは、࿈ଓするάリッドにハ
レーションを起こす3色と金銀を഑
ஔしたもの。パターンᶄは面ੵのେ
খでどのఔ度͑ݟ方がมわるかを目
的としたもの。

色の面ੵとܗঢ়による
ハレーション

でもハレーションが起きるのࢴいࠇ
か検証する。基本色は、ࠇいࢴでも
発色がいい金と銀。これに赤をՃ͑
た3色でハレーションをつくる。ࢴ
色のࠇやドライμ΢ンにӨڹされな
いように、ΦペーΫϗϫイトを̎回
סりしてԼ஍をつくり、しっかり࡮
૩させてから色を࡮り重ねた。ただ
し、ෆಁ明な金ɾ銀はԼ஍のӨڹを
डけにくいのでԼ引きはしていな
い。金はトライアル01_�で使用し
たものと同༷に、金と銀のインキを
調色したً度の高いಛ色を使用して
いる。

とࢴいࠇ
ドライμ΢ンによる
ハレーションの検証

ঢ়や面ੵのҟなるパターンにམとし込Μだ࣌の効果を確かめます。ハレーションはܗ」
まさにࢹࡨのੈքですから、トリッΫアートのようにಈいて͑ݟたり、色がޓいにׯব
しあって面നい効果がग़たりと、起きそうなことをいΖいΖ૝૾しながらָしΜでパ
ターンをつくってみました」

ύλーンʹΑるハレーションදݱ

ύλʔϯ① ̍回࡮り ̎回࡮り

ύλʔϯ②

ோめる֯度によっては金も֤色とハレーション
を起こし、ը໘全体では؟が痛いほどに強烈な
効果があった。さらに、金が緑やΦレンδに影
響されて銀色に見えている。

̍回࡮り ̎回࡮り

໘ੵの大খはハレーションの༗ແに関係ない
が、໘ੵが大きいほうが効果は大きくなる。
ドット಺も2色のペールトーンがわずかにハ
レーションを引き起こしているが、それよりも
トリッΫアートとしての効果が͡ײられた。

02 021 2

用紙ɿシャルト/ʢブラッΫʣ
赤にはԼ஍にΦペʕΫϗϫイトを引いて紙
色をӅ΃いしているが、૝૾以上に઱やか
な発色がಘられた。金と銀ののりも良く、
ฏ׈なテΫスチャーになっている。

用紙ɿ0,�A$カードʢまくΖʣ
実験した�छの用紙のうͪ、もっともόラ
ンス良く発色した用紙。シャルト/ʢԼʣ
ほど彩度は高くはないが、スーύーコント
ラストʢ上ʣほどドライダ΢ンは起こさな
かった。

用紙ɿスーύーコントラストʢスーύーブ
ラッΫʣ
Լの用紙と同͡版ߏ੒だが、用紙がҧうだ
けでこれだけ発色がҧってくる。シャルト
/と比ֱするとハレーションは弱いが、金
と銀の発色が高い。

白い紙に比べると彩度はۃ୺に落ͪるが、
金と銀はかえって光って見える。しかも金
は、赤と隣接する部分が色みをࣦうせいで
グラσーションのような効果を発شしࠇい
紙色の効果もϓラスされて立体的にුき上
がって見える。その結果、ハレーションを
起こすだけでなくトリッΫアートのような
ද現となった。

用紙ɿϰァンヌーϘV(ʢスノーϗϫイトʣ

用紙ɿϰァンヌーϘV(ʢスノーϗϫイトʣ

用紙ɿスーύーコントラストʢスーύーブラッΫʣ

ドライμ΢ン
印刷された௚ޙと比べ、イン
キがס૩するにつれてインキ
のೱ度がԼがり、光୔がなく
なって色がくすΜでくること。
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FINISH
શ作඼とディテール

Art Directionɿ髙谷 廉

※髙谷氏のϙスλー作品には、一部特色が使用されています。38
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ʮ)BMBUJPO�JO�TVSGBDFT�XJUI�TUSPOH�DPMPSTʯ
用紙ɿϰァンヌーϘV(ʗスノーϗϫイトɹ࢛࿡൑ɹ1�5LH
版のߏ੒ɿ特色赤ˠ蛍光ϐンΫˠ蛍光ϐンΫˠVIVA�%9�50ˠVIVA�%9�50ˠVIVA�%91�0ˠVIVA�%91�0ˠ特色淡੨ˠ特色ೱ੨ˠ特色ペールレッドˠ
特色ペールブルーˠスϛ

ʮ)BMBUJPO�JO�QBQFS�CBDLHSPVOE�DPMPSʯ
用紙ɿϩϕールʢライトグレーʣɹ࢛࿡൑ɹ1�0LH
版のߏ੒ɿΦペーΫϗϫイトʢ2回刷りʣˠVIVA�%9�50ʢ2回刷りʣˠ特色金赤ˠ蛍光ϐンΫˠ蛍光ϐンΫˠVIVA�%91�0ʢ2回刷りʣˠVIVA�%9�50ʢ2回刷りʣˠ
イΤϩーʢカレイドʣˠ蛍光イΤϩーˠスϛ
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ʮ)BMBUJPO�JO�TVSGBDF�BSFB�EJGGFSFODFTʯ
用紙ɿΦフメλル/ʗ銀ɹ࢛࿡൑ɹ�00º1100ɹ1�5LH
版のߏ੒ɿΦペーΫϗϫイトʢ2回刷りʣˠ特色イΤϩーˠVIVA�%9�10ʢ2回刷りʣˠ特色ࢵʢ2回刷りʣˠ特色赤ˠ蛍光ϐンΫˠ蛍光ϐンΫˠ
VIVA�%9�50ʢ2回刷りʣˠスϛ

ʮ)BMBUJPO�JO�HPME�BOE�TJMWFS�DPNCJOBUJPOTʯ
用紙ɿくͼきʗࠇɹ࢛࿡൑ɹ100LH
版のߏ੒ɿΦペーΫϗϫイトʢ2回刷りʣˠイΤϩーˠ銀ʢ2回刷りʣˠ特色金ʢ2回刷りʣˠ特色ೱ܈੨ˠ特色淡܈੨ˠVIVA�%9�50ʢ2回刷りʣˠ
VIVA�%9�50ʢ2回刷りʣˠ特色赤ˠ蛍光ϐンΫˠ蛍光ϐンΫˠVIVA�%91�0ʢ2回刷りʣˠVIVA�%9�10ʢ2回刷りʣˠスϛ
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AFTER TRIAL
トライアルをऴ て͑

˔τϥΠΞϧをऴ͑ͯ

ɹ࢓上がりをݟてײಈしましたʂ実はもうちょっとऑくな

るかなと思っていたΜです。でも、色がきれいに࡮り重ね

られて、調ࢠもイメージそのままにग़ていてʜ૝૾してい

た以上にૉ੖らしいものになりました。あるఔ度はイメー

ジしていたのですが、実ࡍにҹ࡮したら૝૾のそのઌをܗ

にしてもら͑たという࣋ؾちです。๻はデβインの׬成度

を高めるために٧めの࣌ؒを݁ߏ使うのですが、࠷ऴ的に

デβイφーがҙਤしているとこΖをټみऔってその上のஈ

֊に࣋っていってくれるのが1%の࢓事なのだと実ײしま

した。

ɹྫ͑͹ࠇいࢴはもっと௜Ήと思っていたのですが、1%

の長谷川さΜが๻のҙਤをټΜでくれて、できるだけドラ

イμ΢ンを起こさないようにしっかりסかしながらҹ࡮す

るようにࣔࢦしてくれたΜです。もちΖΜ色数がଟいので

しなけれ͹ならないのですが、それをྀߟの৳ॖなどもࢴ

てܦఔを޻࡮にするよりもࣗ分が఻͑たいとこΖがҹؾ

͙っと精度が高まったというようなؾがしました。

ɹΦϑセットҹ࡮のૉ੖らしさは、なΜといっても精度の 

高さと࠶現ੑにありますよね。これだけたくさΜの色を

使ってもͿれず、ҹ࡮଎度やྲྀ௨の効཰もؚめてҹٕ࡮ज़

の高さを本౰にײじました。

ɹこれまで、ࢴのメディアはҹ࡮を௨じて࣍の࣌୅΁と৘ 

ใを࢒してきました。ݟ方をม͑れ͹、࣌୅がその৘ใを 

“ॕ෱していた”からこそࢴにఆணされ、࢒されてきたわけ

です。ࢴで࢒していく৘ใとはなにか、どうあるべきかと

いうテーマに、デβインやҹ࡮にܞわる๻らはਅ᎜に޲き

合う࣌をܴ͑ているのではないでしょうか。そΜな今だか

らこそ、表現のՄೳੑにチャレンジすることがେ੾なのだ

と思います。

ɹ今回、こうして “いつかやりたい” と思っていたことに

チャレンジできたことは޾せでしたし、とても໾にཱつ実

験だったと思います。この成果が、গしでもデβインやҹ

。せです޾にؔわっているօさΜのώントになったら࡮

ʕʕ 髙谷 廉

˔ϓϦンςΟンάσΟレΫλー͔Β

ɹೖࣾしてे数೥になりますが、これ΄どॆ実ײのあるҹ

しͿりです。しかも、1%としてଟٱ෺をつくれたのは࡮

くのٕ๏を੔ཧしຏく事ができました。

ɹ౰ॳから、髙谷さΜにはීஈの࢓事でも使͑るようなٕ

ज़を発۷したいという思いがありました。ですから๻の方

も現実཭れしないよう、ৗにԠ用する৔合を͑ߟながらઃ

していました。ྫ͑͹、今回の表現ではエッジのシャープܭ

さと色の҆ఆを重ࢹし、ベタ色にݶఆしてઃܭしたために

色数がଟくなっていますが、໢やノセを使͑͹版数を͙Μ

とݮらしつつଟ࠼な表現を行う事もՄೳだと͑ߟています。

ɹ࠷ऴஈ֊でखඳきのラϑをݟせていただいた࣌は、一つ

の作඼をつくっているΜだという思いが༙き͓こりました

ね。ҹ࡮にཱちձいながら、これまでの実験݁果がݟ事に

作඼にམとし込まれているのを確認しては「なる΄ど」と

ೲಘするとともに、「これぞまさにアートディレΫション

だ」とײじೖりました。͓そらく髙谷さΜは$.:,より色

Ҭがངかに޿い3(#でデβインをਐめていたはずですので、

てい͑ݟていくզʑよりもΰールが͑ߟ఺からࢹ,:.$

たのかもしれませΜ。そのイメージを、ロジッΫと֮ײを

ϑル׆用しながら$.:,にஔき͑׵る࢓事は、େมです

がඇৗにやりがいもありました。ૉ੖らしい࢓事にؔわら

せていただいたと思います。ありがとうご͟いました。

ʕʕ 長谷川 太二郎

ʮ)BMBUJPO�JO�DPMPS�DPNCJOBUJPOTʯ
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